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内　藤　真　帆
は じ め に
本論文の目的は、消滅の危機に瀕したヴァヌアツ共和国のツツバ語が、戦
争や近代化、国語、教育言語の影響を受けてどのように変化してきたか、ま
た今日この言語にどのような変化が生じつつあるかを考察するところにあ
る。特に現在、ツツバ語の発音や句構造に変化が進んでいることから、舌唇
音と所有表現に重点をおいて分析と考察を行う。
1.　ヴァヌアツ共和国とツツバ語
1.1　ヴァヌアツ共和国の言語状況
ヴァヌアツ共和国はかつてニューへブリデス群島と呼ばれ、1906 年から
1980 年に至るまでイギリスとフランスに共同統治されていた。この間の公
用語は英語とフランス語の二言語であった。当時、ニューへブリデス群島は
イギリスが統治する地域とフランスが統治する地域に二分されており、イギ
リスが統治する地域に設立された学校では教育言語として英語が、またフラ
ンスが統治する地域に設立された学校ではフランス語が使用されていた
（Early 1999）。
共同統治からヴァヌアツ共和国として独立を果たしたのは 1980 年のこと
である。このとき憲法で国語としてビスラマ語が制定され、公用語としてビ
スラマ語と旧宗主国の言語である英語とフランス語の三言語が制定された。
学校教育で使用する教育言語には、統治時代と変わらず英語とフランス語の
二言語が制定された（Lynch 1994）。
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国語であり公用語でもあるビスラマ語は、英語をベースとするピジン・ク
レオールである。これはヴァヌアツ共和国のほぼ全ての国民が話し、理解す
る唯一の言語である。100あまりの現地語が話されているこの国では、異な
る現地語を話す者同士はビスラマ語を用いて会話をするため、この言語はい
わば共通語にあたる。しかし現在に至るまでビスラマ語の書記法は制定され
ておらず、文字を介してのコミュニケーションが要される場合は、学校教育
を受けた人々の多くがアルファベットを用いてビスラマ語を書き表してい
る。
1.2　ツツバ島の地理と言語
ヴァヌアツ共和国は大小あわせて 83の島々から成る島嶼国であり、その
人口はおよそ 20 万である。この国ではオーストロネシア語族のオセアニア
語派に属する 100あまりの現地語が話されている（Lynch 1994）。本論文が
焦点をあてるツツバ語は現地語の一つであり、ツツバ島で話者およそ 500
人に日常的に使用されている。この言語は文字を持たず、消滅の危機に瀕し
ている上に十分な先行研究が無い。
ツツバ島は、副都心のあるヴァヌアツ最大の島、エスピリトゥ・サント島
の南東に位置し、面積 13.9 平方キロメートルの小さな島である。この島に
は中学・高校はなく、1987 年に創立された英語を教育言語とする小学校が
一校存在するのみである。
以下に示すのは 1999 年に発表されたツツバ島の人口内訳である（e Re-
public of Vanuatu 1999: 54）。年々出生率が上昇し、特に近年の出生率が急
激に上昇していることが分かる。
表 1.　ツツバ島の人口
年齢 0–9 10–19 20–29 30–39 40–49 50–59 60–69 70～
人口 172 119 62 53 34 13 9 7
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1.3　研究のデータ
本論文のデータは、筆者が 2001 年から定期的にツツバ島とその周辺の
島々で現地調査を行い、得られたものである。なかでも舌唇音のデータは
2003 年、2007 年、2008 年に、所有表現のデータは 2005 年、2006 年、2010
年に得られたものを多く用いている。調査方法は参与観察と聞き取りを主と
した。またツツバ島の歴史や人々の生活、学校教育に関する調査を行ったほ
か、高齢者のライフヒストリーで語られた地域においても現地調査を行っ
た 1。
1.4　先行研究
1969 年から 1974 年にかけて、Tryonらを含む 4 人の言語学者がヴァヌア
ツ共和国の言語や方言を対象に、それぞれの基礎語彙およそ 300 語を調査
した。これを発表した New Hebrides Languages （1976）には、ツツバ語の
語彙を音声表記したものも含まれており、本書がツツバ語に関する唯一の先
行研究である。この基礎語彙およそ 300 語の音声表記にはツツバ語の舌唇
音に関する記述は無く、この時点ではツツバ語に舌唇音が存在するとは考え
られていなかった。また「目」や「手」などの身体部位、「母」、「父」など
の親族名称の音声表記は、これらが所有者の人称・数を表す所有者代名詞接
辞や連結辞を義務的に伴う拘束名詞であることを示唆していたが、自由名詞
を指示物とした所有表現については具体的な記載がなく、この先行研究の音
声表記からは不明であった。
 1 数多くのツツバ語話者の協力によりこれらのデータを得ることができた。なかで
も聞き取り調査に積極的に協力してくださった Vernambas 首長、ツツバ島の歴
史を語ってくださった 70 代の Sara 氏、第二次世界大戦時の他島での労働を語
り、その場所へと案内してくださった Turambue 氏、島に点在するすべての村を
案内してくださった Turambue 氏の孫 John 氏、ヴァヌアツ共和国とツツバ島の
学校教育について数多くのことを教えてくださった Delvin 先生さんに深く感謝
申し上げる。
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1.5　ツツバ語に生じている変化
ツツバ島で用いられる言語は ①ツツバ語、②ビスラマ語、③小学校で習
得する英語の三つに大別できる。このうち①「ツツバ語」はツツバ島で生ま
れ育った者やツツバ語話者を両親とする者の全員が日常的に使用する。結婚
などで他島からツツバ島に移り住んだ、ツツバ語話者でない者は②「ビスラ
マ語」を用いてツツバ語話者と会話を行う。③「小学校で習得する英語」は
小学校の教室で児童が使用するほか、学校教育を受けた者が日常生活におい
て使用する可能性がある。
面積が小さいにもかかわらずこのように複数の言語が話されるツツバ島で
は、その影響により現在ツツバ語が変化しつつある。特にその変化は舌唇音
と所有表現において顕著である。以下、それぞれの変化とその要因について
順に考察する。
2.　ツツバ語の舌唇音
舌唇音とは舌先と上唇とで調音される言語音で、世界の約 6000とも 7000
とも数えられる言語のうち、これまでにヴァヌアツの 8 言語とブラジルの 2
言語、タンザニアの 1 言語に報告されているにすぎない希少音である（Mad-
dieson 1989）。ツツバ語の舌唇音は現在、音変化の最終段階にあり、しかも
この音を発音する話者の数は極端に少ない。
ツツバ語には有声舌唇鼻音/m̼/、有声舌唇閉鎖音/b̼/、有声舌唇摩擦音/v̼/
が存在し、以下に示すように調音方法が同じ唇音/m/、/b/、/v/とそれぞれ
対立する。
/m̼/-/m/ m̼ata- 「叔父、目」 mata 「蛇」
/b̼/-/b/ b̼eb̼e 「蝶」 bebe- 「肝臓」
/v̼/-/v/ -v̼ati 「四」 vati 「たった」
これらの舌唇音はそれぞれ、再建されたオセアニア祖語の非円唇母音 *i、
*e、*aの前の唇音 *m、*b、*pの反映形である。なおオセアニア祖語の
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*pituの反映形が pituではなく bituであり、*p>bの変化を示唆する例もあ
る（*pitu>bitu）。ただしこれまでにこの変化を経たと考えられる語は上記
一語のみであり、これは *pが初期段階に bへと変化し、その後 *b>b̼と同
じ変化をたどったと説明することが出来る（*p>b>b̼）。
ツツバ語には現在、舌唇音を確認できる語彙がわずか 11 語しかなく、そ
れらはいずれも基礎語彙である。しかしながらこの三種の舌唇音/m̼/、/b̼/、
/v̼/は、下記のように今日それぞれ対立する唇音/m/、/b/、/v/へと変化しつ
つある。この音変化の様子は、世代間の発音の違いにおいてだけでなく、一
人の話者の発音中にも観察される。
m̼>m b̼>b v̼>v
2.1　舌唇音の調査結果
ツツバ語の話者である 50 代男性の発音に、舌唇音の存在をはじめて確認
したのは 2003 年のことである。この 50 代男性は往々にして舌唇音に代わ
り唇音を発音しており、舌唇音から唇音への変化が見られた。またこの時点
において、10 代、20 代、さらに 30 代という若年齢層の発音に舌唇音は含
まれていなかった。ゆえにこのとき、若年齢層が①舌唇音を聞き取れてはい
るものの発音しないのか、もしくは②舌唇音を聞き取れず、それゆえに発音
しないのか、どちらであるかを特定するため、若年齢層の聞き取りの度合い
を調査した。調査は次の順で行った。
①  50 代の男性に、舌唇音と唇音が対立する語 m̼ata-「叔父、目」とmata
「蛇」、さらに b̼eb̼e「蝶」と bebe-「肝臓」をこちらの指示する順番で発
音してもらう。
② 若年齢層は男性に背を向けて立ち、男性の口元が見えない状態でこの発
音を聞く。
③ 若年齢層に、聞き取った単語の意味をビスラマ語でこたえてもらう。
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この調査の結果、若年齢層の正解率はきわめて低いことが判明した。続い
て、若年齢層が男性の正面を向いて立ち、口元を見ることが出来る状態で同
様の調査を行った。舌唇音は舌先と上唇とで調音される音であるため、正面
からの聞き取りでは視覚的な補助も加わって正解率が高くなることが予想さ
れたが、しかし実際には正解率は先の調査と同様に低かった。このことか
ら、若年齢層は舌唇音と唇音の対立を聞き取ることが出来ず、最小対をなす
語彙の意味を文脈から判断していることが明らかになった。つまり若年齢層
が舌唇音を発音していないのは、先の可能性の②「舌唇音が聞き取れず、ゆ
えに発音しない」にあたる状態であり、舌唇音が唇音に変化しつつある現状
はこれに起因することが判明した。
4 年後の 2007 年、舌唇音の発音と年齢との相関関係を明らかにするため
に、ツツバ島の全ての村において「話者の氏名、年齢、出身の島と村名、生
育地、両親の出身地」の聞き取り調査を行い、ツツバ島で生まれ育ち、ツツ
バ語を母語とする話者を対象として以下の六つの語彙の発音を調べた。
調査した語と予想される発音
①  dog 
［v̼iriu］
②  my eye 
［m̼ata-ku］
③  shark 
［b̼aheo］
④  four 
［e-v̼ati］
⑤  snake 
［mata］
⑥  buttery 
［b̼eb̼e］
このうち②、⑥はすでに 2003 年の時点で舌唇音を含むことが確認できた
ツツバ語の語彙であり、①、③、④は先行研究や近隣諸語に関する先行研究
から、舌唇音を含むことが予想された語彙である。また②の所有者代名詞接
辞-kuを除いた部分と⑤は最小対をなす。これら六つはいずれも基礎語彙で
ある。なおツツバ語には年号や西洋暦のような年をあらわす暦が存在しない
ため、幼いころの出来事や親兄弟の記憶を頼りに調査協力者の年齢を算出し
た。また先の 2003 年の時点で、若年齢層は舌唇音の発音と聞き取りの両方
―187―
が出来ないことが判明していたため、この調査では 40 代以上を対象とし
た。ただしエスピリトゥ・サント島などのツツバ島外に移動中の話者や、調
査時に留守であった話者には聞き取りが出来なかった。その結果、対象と
なったのは 21 人であり、内訳は 40 代 7 人、50 代 4 人、60 代がおらず 70
代 3 人、80 代 5 人、90 代 2 人であった。
舌唇音の存在を確認することが出来たのは、このうちの 50 代 2 人、80 代
3 人、90 代 1 人であった。すなわち全調査対象者 21 名の約 29％にあたる 6
名の発音であり、それ以外の世代つまり 40 代と 70 代には、舌唇音は確認
できなかった。ヴァヌアツ共和国が 1999 年に発表した国勢調査の報告書
e Republic of Vanuatu （1999）には、70 歳以上のツツバ島民が 7 人と記録
されている。これをもとにすると 2007 年時点における調査対象者 80 代 5
人と 90 代 2 人という数は、ツツバ島に住む 80 代と 90 代の話者の全員であ
るとみなすことが出来る。
この 2003 年の調査結果と 2007 年の調査結果から、①若年齢層が舌唇音
の発音のみならず聞き取りも出来なくなっていること、②その上の世代であ
る 40 代や 70 代も舌唇音を発音しなくなっている可能性があること、③ 80
代や 90 代はまだ半数が舌唇音を発音すること、という三点が明らかになっ
た。このうち②の可能性と関連する 2007 年の調査結果「舌唇音を発音する
話者の大半は 80 代以上であるが、50 代の話者もわずかに居た」という事実
は、50 代以上の話者が舌唇音を保持している可能性を示すものであり、一
見②とは矛盾する。しかしながら舌唇音を発音するこの 50 代話者の一人に
幼少期の過ごし方について聞き取りを行ったところ、①片足が不自由であっ
たために友人と過ごすよりも自宅にいることを好み、結果としてツツバ語の
話者である父親と接する時間が長くなったこと、また②父親が言葉に厳格で
あり、若者が好んで使う流行の言葉や話し方に対して批判的であったことが
明らかになった。存命であれば彼の父親は現在 80 代であり、今日 80 代の
話者の半数が舌唇音を発音していることから、彼の父親も舌唇音を発音して
いたことが予測される。これを踏まえると言語の獲得期において、舌唇音を
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発音し言葉に厳格な父親と一緒に居る時間が長かったことにより、この 50
代男性は舌唇音を獲得しえたのだろうと推測できる。ゆえにこの世代の舌唇
音を発音する話者については、社会において自然とこの音を獲得したという
よりもむしろ、偶然にも舌唇音を獲得する状況が整っていたため、発音と聞
き取りが出来るようになったと考えられる。
2.2　音変化の要因
80 代の話者の半数以上が舌唇音を発音することから、彼らが言語を獲得
したであろう幼少期、すなわち 1920 年代と 30 年代までは家庭や社会で日
常的に舌唇音が発音されていたと推測できる。しかしその下の世代の獲得が
不十分になっていることから、1940 年代に舌唇音の継承が困難となる事態
がツツバ島で生じたと考えられる。また現在の若年齢層は、1940 年代に舌
唇音の獲得が不十分であった世代の子・孫世代にあたる。この世代が発音の
みならず聞き取りも出来ないという状態は、彼らの幼少期には舌唇音の獲得
が親世代の時よりも一層困難であったことを示すものである。
1940 年代に舌唇音の継承が難しくなったのは一体なぜか。高齢の話者を
対象とし、この年代の記憶と体験を聞き取り調査した結果、第二次世界大戦
下のツツバ島の状態が、ツツバ語話者の発音に影響を及ぼした可能性がある
ことが判明した。当時のことを最も鮮明に記憶していた現在 80 代のトゥラ
ンブエ氏は、第二次世界大戦下にアメリカがツツバ島の北西に位置するエス
ピリトゥ・サント島に基地をおいたとき、エスピリトゥ・サント島で働いた
経験を持つ男性である。アメリカがエスピリトゥ・サント島に駐屯し始めた
のは 1942 年であることから、トゥランブエ氏が 20 歳前後のときのことで
あると推定される。この時代にツツバ語話者がエスピリトゥ・サント島で労
働に従事したとすると、滑走路が敷かれた 1942 年から終戦を迎える 45 年
までの約 3 年間は、ツツバ島から成人の数が減少したことになる。このトゥ
ランブエ氏の世代は世代人口が一桁と少なく、その上の世代も少ない。よっ
て仮に当時エスピリトゥ・サント島へ渡ったツツバ語話者の数が少なかった
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としても、この世代の総人口数の大きな割合を占めることになる。ゆえに舌
唇音を発音する者がツツバ島を離れていた 1940 年代の数年間は、それまで
に比べ舌唇音が継承されにくい環境になったと言える。これが舌唇音から唇
音へと音変化が進んだ要因の一つと考えられる。
2.3　他言語の影響
第二次世界大戦のほかに考えられる要因としては、この国が 1980 年まで
イギリスとフランスに共同統治されていた間の言語すなわち英語またはフラ
ンス語の影響、そして独立後に教育言語としてツツバ島の小学校で用いられ
ることになった英語の影響、さらに人々が共通して話し理解することのでき
るビスラマ語の影響が挙げられる。
このうち、共同統治下の英語とフランス語に関しては、現在に至るまでツ
ツバ島には外国人が住んでおらず、宿泊施設や外国資本の店もないため、こ
れらがツツバ語に影響を及ぼしたとは考えにくい。一方、独立以降に学校教
育で使用されるようになった英語や、国語であり共通語として機能するビス
ラマ語の影響は大きいと考えられる。これらについて以下で順に考察する。
2.3.1　英語の影響
小学校がツツバ島に設立されたのは 1987 年のことである。入学が許可さ
れる年齢は日本のように厳密ではなく 6 歳前後であることから、設立され
た年に入学した島民は、2007 年の調査の時点で 26 歳前後ということにな
る。
ツツバ島民の多くは自給自足の生活を送っており、現金収入を得ている人
は稀である 2。しかし 2000 年初頭まで学校教育は有料であり、島民は授業料
を納めなければならなかった。そのため小学校の授業料を捻出することが難
しく、島には就学・進学しない子供も多くいた。また授業料の支払いが出来
 2 現金収入を得ている島民は、石鹸や油の原料となるコプラ（ココナツの胚乳を乾
燥させたもの）を作り、これを副都心で売っている。
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ないときには休学し、用立てることが出来た場合は復学を果たすなど、継続
して教育を受けられない児童も少なくはなかった。
小学校は 3 学期制で、授業は金曜日が午前中のみであるが、月曜日から
木曜日までは午前 7 時半から 11 時半、その後 2 時間の昼休みをはさみ午後
1 時半から 3 時半までである。主な科目は算数、英語、理科であり、国語で
あるビスラマ語は科目には含まれていない。
学校教育では教科書や教師の使用する言語が英語であるため、小学校で初
めて英語に触れる児童の学習理解は十分ではない。さらに休学や復学を繰り
返す結果、児童の英語での授業理解は一層困難になる。これを受け、1990
年後半には児童の授業理解を促進する目的で、政府が教師に現地語を用いて
の指導を許可した（Early 1999）。しかしツツバ島では①小学校卒業後に中
学・高校へ進学する場合は島を離れて寮生活を送らねばならず、経済的にそ
れを支えることのできる家庭は少ないこと、また②仮に進学したとしても、
卒業後にさらに教員養成学校に進学してこれを修めねば教師の資格が得られ
ず、そこまでの習熟は困難であること、この二点の難しさゆえにこれまでに
ツツバ語話者で教職に就いたものは存在しなかった。
結果、ツツバ島でのツツバ語を用いての授業は、現実的には不可能であ
り、ツツバ島では英語の習熟を必要とする授業よりもむしろ、校庭における
活動を伴う授業を増やさざるを得なかった。また 1 学年の児童数が少ない
時には、2 学年合同で授業を行うこともあり、計画的なカリキュラムの運
営・実行は困難であった。
この状態が長く続いた結果、小学校の教育言語は英語であるが、児童のツ
ツバ語に大きく影響を与えるほどに英語が習得されることはなく、英語がツ
ツバ島の日常生活で使用されることはなかった。ゆえに英語がツツバ語に影
響を及ぼした可能性は極めて低いと結論づけることが出来る。
2.3.2　ビスラマ語の影響
ツツバ島民の多くは、固有の現地語であるツツバ語と国語であるビスラマ
語の二言語を話す。しかし近年では、ツツバ語に代わりビスラマ語がツツバ
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島内で頻繁に使用されるようになっている。一体なぜビスラマ語の使用頻度
が高まったのか。
70 代、80 代の高齢者によると、かつては船外機付きのボートがなく、丸
太をくりぬいて一艘のカヌーを作り、それを用いて他島への移動を行ってい
た 3。しかし近年では、所有する土地やヴァヌアツで財とみなされる豚を副都
心で売って現金化し、船外機付きの中古ボートを購入する者が現れるように
なった 4。そしてこのボートの購入者は、ツツバ島民から乗船料 100ヴァツ
（日本円にしておよそ 100 円）を受け取り、他島からツツバ島へ、またはツ
ツバ島から他島へとボートを渡すようになった 5。その結果、人々にとってこ
れまで困難であった海上の移動が容易になり、他島への移動が身近なものと
なった。なかでも副都心のエスピリトゥ・サント島へはおよそ 1 時間で移
動が可能になったため、生活用品などを買い求めに、また病院に行くため
に、土日を除いてほぼ毎日、島民の幾人かが副都心へと移動している。さら
にエスピリトゥ・サント島で催しがある際にはボートでエスピリトゥ・サン
ト島に渡り、数日間滞在する者も現れるようになった。こうして以前に比べ
てツツバ島から他島への移動が増えたことにより、ツツバ語話者ではない者
との接触の機会が飛躍的に増加し、コミュニケーションのためにビスラマ語
の使用頻度が高まっていった。こうした移動がなされる以前はツツバ語話者
同士の結婚が主であったが、他言語話者との接点が増えた結果、現在ではツ
ツバ語を母語としない者との結婚が増加している。そしてビスラマ語を日常
 3 今なおツツバ島の海岸沿いでは、かつて使用されていたカヌーを見ることができ
る。
 4 船外機付きのボートを所有する者の多くは、現金で中古のボートを購入してい
る。ただし台風や嵐の後に見知らぬボートが浜に打ち寄せられていた場合、警察
で所有者が見つからないときには発見者が所有者となることもある。
 5 複数で乗り合わせて移動するときには、ボートを運転する所有者に一人片道 100
ヴァツを支払う（ツツバ島とエスピリトゥ・サント島間の移動の場合）。乗り合
わせることなくボートを依頼する場合は同日中の移動であれば往復 2000ヴァツ
であり、復路と往路の日を違える場合は片道 2000ヴァツの往復 4000ヴァツと
なる。そのため人々は同乗者が現れるまで各自の都合を調節する。なお 1ヴァ
ツは日本円で約 1 円に相当する。
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的に用いる家庭も現れるようになった。このような家庭に誕生した子供の多
くは母語としてビスラマ語を獲得し、同時に地域社会で話されるツツバ語を
獲得または習得している。しかしながら結婚に伴いツツバ島に移住すること
になった、ツツバ語を母語としない大人がツツバ語を母語のように身につけ
るのは極めて困難であり、彼らは近隣住民との会話や村での儀式、宗教の集
会においてはビスラマ語を用いている。またツツバ語話者もツツバ語を理解
しない者が会合や儀式に居る場合、ツツバ語ではなくビスラマ語を用いるた
め、地域社会におけるビスラマ語の使用は至るところで増加している。例え
ば 2007 年に行われた首長任命式では、首長の挨拶がツツバ語ではなくビス
ラマ語であった。またその翌年に行われた結婚式において、別の村の首長が
開会の辞を述べた際、それもビスラマ語であった。こうしてツツバ語話者の
数が島内に圧倒的に多くともビスラマ語が広く用いられるようになった結
果、ツツバ語話者同士の会話においてもビスラマ語とツツバ語のコードス
イッチングが観察される程に、ビスラマ語が人々の日常生活に浸透するよう
になった。このようなビスラマ語の多用は、ツツバ語話者の音声、特にツツ
バ語固有の音声に影響を及ぼしたと予測される。
ツツバ語とビスラマ語のいずれにも唇音は存在するが、舌唇音はヴァヌア
ツの中でも、ツツバ語を含むごくわずかな現地語にのみ観察される希少音で
ある。1940 年代にツツバ島から舌唇音を発音する者の数が減少して舌唇音
の継承が困難になりつつあったとき、舌先と上唇で調音する舌唇音に代わ
り、これとよく似た調音位置で使用頻度の高い唇音が用いられたと考えられ
る。また音声産出のメカニズムを考えると、唇音が舌唇音へと変化するより
も舌唇音が唇音へと変化する方が音声変化の方向性として自然である。ツツ
バ語の舌唇音が唇音へと変化しつつある先の男性の発音例（2.1 参照）は、
これを反映していると説明することができる。
ゆえにツツバ語話者が舌唇音に代わり唇音を用いるようになっているの
は、①第二次世界大戦下にツツバ島の成人数が減少したことによって、舌唇
音の継承が困難になったため、そして②近代化に伴いツツバ語話者がビスラ
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マ語を使用する頻度が高まり、ビスラマ語の唇音の影響が及んだためである
と結論付けることが出来る。
3.　所有表現
ツツバ語の変化は、所有を表す句構造にも観察される 6。ツツバ語には句の
レベルにおいて二つの所有形式が存在し、一つは所有物が単独で生起するこ
とが出来ず、常に所有者代名詞接辞が付加される形式である。もう一つは、
所有物が単独で生起することが出来、類別詞に所有者代名詞接辞が付加され
る形式である。これ以降、前者の構造を直接所有の構造、後者の構造を間接
所有の構造と呼ぶことにする（Lynch 1998）。直接所有の構造で表される
指示物には、所有者との意味的なつながりが強く、所有者にとって切り離
せないものが挙げられる。例えば親族名称、身体部位、声などの属性であ
る（1）。一方、間接所有の構造で表される指示物には、鞄などの一時的な
所有物や動物、食べ物、飲み物などの所有が自由意志によるものが挙げられ
る（2）7。
 （1） batu-ku   （2） malo no-ku
   頭-1sg.poss   珊瑚 class-1sg.poss
   「私の頭」    「私の珊瑚」
代名詞ではなく、所有者が固有名詞や普通名詞の場合、所有物と所有者を
結びつける連結辞-nが現れる。連結辞は直接所有の構造では所有物に付加
し、間接所有の構造では類別詞に付加する。
 6 本稿で扱う略号は以下の通りである。1 一人称、class 類別詞、link 連結辞、
poss  所有者、pp  前置詞、sg  単数、- 形態素境界。
 7 間接所有の構造では、所有者が所有物をどのような対象として捉えるかにより、
四種類の類別詞が使い分けられる。これに関しては本稿の議論と直接には関係し
ないため、ここでは割愛する。
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 （3） batu-n  Vemol    （4） malo  no-n    Vemol
   頭-link  ヴェモル    珊瑚  class-link ヴェモル
   「ヴェモルの頭」      「ヴェモルの珊瑚」
3.1　所有表現の変化
今日ツツバ語には、拘束名詞が連結辞を伴わずに自由名詞のように用いら
れるなど、所有表現に幾つかの変化が生じている。例えば leo（-）には「言
語、発話、伝言」の三つの意味があり、本来「言語、発話」の意味で用いら
れる時には拘束名詞として直接所有の構造で表される（5）。また「伝言」の
意味で用いられる場合は、自由名詞として類別詞 no-を伴う間接所有の構造
で表される（6）。
 （5） leo-ku     
   言語・発話・伝言-1sg.poss  
    「私の（話す）言語、私の発話」 
 （6） leo         no-ku
   言語・発話・伝言  類別詞-1sg.poss
     「私の伝言」
「言語」においては、言語がその人に帰属するものとして認識されている
ために、直接所有の構造で表されるのだと解釈することが出来る。「発話」
と「伝言」においては、「発話」は発話者が発話する行為そのものを言うの
に対し、「伝言」は発話者のメッセージを発話者以外のものが第三者に伝達
する、という違いがある。つまり「伝言」は、発話者の口にした事象を聞い
た者が第三者に伝えることであるから、「発話」と比較すると、話し手との
緊密度が高くはない。ゆえに「発話」が直接所有の構造で表され、「伝言」
が間接所有の構造で表されるのだと考えられる。このようにして leo（-）が
所有表現の指示物であるとき、構造と意味との間には相関性が見られる。
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しかし今日、ツツバ語の所有表現は世代によって違いが見られる。例えば
「言語」の意味でこの語を用いる時、高年齢層がこれを直接所有の構造の指
示物とするのに対し（7）、若者の多くはこれを自由名詞として扱い、かつ間
接所有の構造は用いずに、以下のように単純に言語名と並置させる（8）。
 （7） leo-n    Tutuba  （8） leo   Tutuba
   言語-link  ツツバ    言語  ツツバ
   「ツツバ語」        「ツツバ語」
また現在、高年齢層は leo（-）を用いる際、構造上の違いに依拠して
leo（-）「発話」と「伝言」の意味の違いを明確に伝えている。しかし若年齢
層の発話では、これらの構造と意味との相関性が失われている。その結果、
文脈に頼って解釈せざるを得なくなっている。
高年齢層 （9） leo-ku
       言語・発話・伝言-1sg.poss
 　　　   「私の（話す）言語、私の発話」
 （10） leo         no-ku
       言語・発話・伝言 類別詞-1sg.poss
       「私の伝言」
若年齢層 （11） leo-ku
       言語・発話・伝言-1sg.poss 
       「私の（話す）言語、私の発話、私の伝言」
 （12） leo         no-ku
       言語・発話・伝言  類別詞-1sg.poss
       「私の（話す）言語、私の発話、私の伝言」
―196―
3.2　所有表現の変化要因
所有関係の構造と意味との相関性が消失しつつある要因は、ビスラマ語の
句構造にあると考えられる。ビスラマ語の所有表現には二通りの名詞句の構
造があり、ひとつは所有表現に類別詞を用いず、二つの名詞を並置させる構
造（13）、もうひとつは指示物と所有者の間に所有を表す前置詞 blong
「～の」を伴う構造である（14、15）。どちらの構造をとるかは、指示物に
よって決まっている。
 （13） lanwis   Tutuba
    言語   ツツバ
    「ツツバ語」
 （14） toktok   blong   Vemol
    発話   pp    ヴェモル
    「ヴェモルの発話」
 （15） mesej   blong   Vemol
    伝言   pp    ヴェモル
    「ヴェモルの伝言」
ビスラマ語では上記（13）のように、「～語」という場合は名詞句を並置
させる構造を用いる。一方、「～の発話」や「～の伝言」という場合は
（14）、（15）のように前置詞を伴う構造を用いる。ツツバ語とビスラマ語に
おける本来の構造の使い分けを表にまとめると以下のようになる。
表 2.　ツツバ語とビスラマ語の所有構造
ツツバ語 ビスラマ語
言語 直接所有 名詞句を並置
発話 直接所有 前置詞を伴う
伝言 間接所有 前置詞を伴う
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高年齢層と若年齢層の各層が、leo（-）「言語・発話・伝言」を所有表現の
指示物とするときにどの構造を用いるか以下に示す。
表 3.　世代間に見られる所有構造の違い
ツツバ語 ビスラマ語
高年齢層 若年齢層 高年齢層 若年齢層
言語 直接所有 　名詞句を並置 名詞句を並置 名詞句を並置
発話 直接所有
直接所有・
間接所有
前置詞を伴う 前置詞を伴う
伝言 間接所有
直接所有・
間接所有
前置詞を伴う 前置詞を伴う
上記の表において高年齢層と若年齢層の所有表現の違いを比較し、さらに
それをビスラマ語と対比させると以下のことが分かる。
① 「言語」の意味においては、ツツバ語の若年齢層話者は、ビスラマ語の
構造をツツバ語に適用している（本来ならば直接所有の構造であるべき
ところ、名詞句を並置させている）。
② ビスラマ語は「発話」、「伝言」が同じ構造（前置詞を伴う）である。若
年齢層話者はこれをツツバ語に適用した。つまり本来ならば「発話」が
直接所有の構造、「伝言」が間接所有の構造であるところ、ビスラマ語
のように「発話」と「伝言」に同じ構造を用いようとした。そのためこ
れらの語が指示物のとき、本来の所有構造が用いられることもあれば、
本来とは異なる所有構造が用いられることもあり、高年齢層の発話に存
在する「構造」と「意味」との相関性が失われていった。
このような変化が世代間で見られる要因としては、ビスラマ語が多用され
る家庭や地域社会で成育した若年齢層が、ツツバ語の所有表現における構造
と意味との相関性を十分に獲得できなかったことが挙げられる。そして頻繁
に用いられるビスラマ語の句構造をツツバ語に適用したからであると考えら
れる。
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3.3　句構造の変化
所有表現と関連したツツバ語の句構造にもビスラマ語の影響は及んでい
る。ツツバ語では出身地を言うとき、「○○島出身の人、○○島に住む人」
の意味を持つ接頭辞 ta-を島の名前に付加して表す。なおこの接頭辞の付加
により、Tutubaは語頭の一音節が脱落する。
 （16） ta-tuba        （17） ta-aore
    「ツツバ島出身の人」     「アオレ島出身の人」
しかし今日、若年齢層は接頭辞 ta-を付加させず、自由名詞 tamoloi「人」
に島名を並置させる。
 （18） tamoloi  Tutuba   （19） tamoloi Aore
    人    ツツバ      人   アオレ
    「ツツバ島の人」       「アオレ島の人」
ツツバ語では所有表現において二語の並置は許容されない。しかしながら
この表現を用いる若者が増えている。許容されない表現が用いられるように
なった背景には、先に（13）で挙げたビスラマ語の句構造、すなわち名詞の
並置が影響したと考えられる。以下にビスラマ語の例を示す。
 （20） man Tutuba   （21） man Aore
    人  ツツバ      人  アオレ
     「ツツバ島の人」     「アオレ島の人」
「～島の人」と言う時、ビスラマ語では「人　島名」のように二語を並置する。
この句の構成要素とその配列がツツバ語の若年齢層の句構造と合致することか
ら、先のツツバ語の表現はビスラマ語の影響を受けているとみなすことが出来
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る。仮に教育言語が英語であることを考慮したとしても、英語では構成要素の
配列が上記と逆になることから、これを英語の影響と捉えるのは不自然である。
よってこれは先に 3.1や 3.2で示したデータと同様に、ツツバ語話者のビスラ
マ語多用によりその影響が母語であるツツバ語に及んだこと、そして若年齢層
のツツバ語の獲得が不十分になりつつあることを示す変化であると言える。
4.　結論
1996 年に Tryonがヴァヌアツの 113もの現地語と話者数、それが話され
る主たる地域を発表して以降、20 年近くが経過しようとしている。今や
ヴァヌアツの現地語数は当時発表された 113という数ではない。例えば
1996 年時に話者一人と推定された Aore 語は、2000 年初頭にその最後の話
者が死去し、消滅した 8。この言語は、ツツバ島のすぐ東に位置するアオレ島
で話される言語であった。またツツバ島の北で話されるMavea 語も Tryon
（1996）の書には話者が 75 人と記されているが、2009 年時点で話者数はわ
ずか 32 人である（Guérin 2011: 3）。
上記の言語と同様、ツツバ語の次世代への継承も順調とは言えず、それゆ
えツツバ語の存続も決して安泰ではない。ヴァヌアツの中でも複数の言語が
接している地域や都心まで陸路で移動可能な地域に比べると、海に囲まれた
ツツバ島は言語接触や近代化の影響が少ない。しかし共通語であるビスラマ
語が、家庭だけでなく儀式など公の場においても広く用いられるようになっ
ていることから、今後いっそうその影響はツツバ語に及ぶことが予想され
る。また現在の若年齢層が親世代となり、その次の世代へとツツバ語が引き
継がれる時、次世代のツツバ語の獲得がさらに困難になっていることは想像
に難くない。現在検討されているビスラマ語の書記法の制定と、これの学校
教育への導入が実施されるようになれば、ビスラマ語の影響はツツバ語の音
や語句のレベルには留まらないであろう。そのとき、ツツバ語が今以上に消
 8 ツツバ島の島民に尋ねて得られた返答による。
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滅の危機に瀕しているであろうことは明らかである。
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